
〇県民意識調査「観光について」（観光政策課）

・県内でより快適な旅行をするために充実して
ほしいこと
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・令和７年度から、養老渓谷温泉郷において、魅力ある

観光地づくりに向けた取組を総合的に実施しており、

その中で、県民の関心が高い交通アクセスやグルメ・

特産品の充実に関する取組も行っている。また、今後

は、こうした取組を県内各地域へ順次展開していく予

定である。

・観光地の駐車場や公衆トイレの充実を期待する回答も

多く、市町村や民間事業者による整備に対し、補助金

による支援を継続して行っている。

・観光情報・案内の充実については、令和５年１０月に

県の公式観光サイトを全面リニューアルし、見やすく

検索しやすい構成としたところであり、引き続き掲載

情報の充実に努めている。

（千葉県HP・ちば観光ナビ）

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

（n=1,504）

観光地への交通アクセス

食事

お土産・特産品

観光地の駐車場

観光地の公衆トイレ

観光情報・案内の充実度

バリアフリーへの対応

体験プログラム

接客サービス

Wi-Fi等の通信環境

観光ボランティアガイド

その他

無回答

56.8 (59.9)

52.1 (40.9)

32.2 (23.2)

32.2 (29.6)

30.7 (30.7)

27.8 (31.3)

11.0 (13.3)

10.4 (13.5)

9.1 (9.4)

8.8 (8.3)

3.5 (5.5)

3.7 (2.8)

0.8 (0.6)

0 20 40 60

注）（ ）書きは、令和５年度の調査結果を示している。



〇県民意識調査「障害者差別について」
（障害者福祉推進課）

・障害を理由とする差別や偏見の有無

・障害を理由とする差別や偏見がある場面
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・障害を理由とする差別や偏見があると思う県民の方の

割合が８割を超えていることがわかった。

・回答の多かった差別や偏見がある場面を参考に、障害

のある方への理解促進や差別をなくすために、県民の

方や事業所、交通機関、教育機関などに対して周知・

啓発活動に取り組んだ。

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

全体(n=1,504) 31.3 54.7 12.3 

1.7 

(%)

少しはあると思うあると思う
無回答

86.0 

ないと思う

（n=1,294）

雇用や仕事、収入

交通機関の利用や建築物の構造

まちなかでの人の視線

学校や職場での人間関係

教育の機会

不動産の賃貸

店員の応対や態度

行政職員等の応対や態度

病院など医療機関での診察

テレビやラジオ、新聞などの情報提供

その他

無回答

注）（　）の数字は令和５年度の同様の項目による調査結果　ｎ＝1,441

67.6 (76.3)

51.6 (44.8)

49.7 (52.6)

35.1 (44.8)

18.9 (22.9)

14.4 (15.8)

14.1 (16.0)

7.3 (10.6)

6.8 (6.9)

6.1 (5.6)

2.6 (0.9)

0.2 (0.3)

0 20 40 60 80（%）

「障害のある人への理解を
広げよう！」チラシ

障害者差別解消法
パンフレット



〇県政の主要課題「災害ボランティア等に
ついて」 （県民生活課）

・市民活動団体の活動やボランティア活動への
関心度

【参考】令和２年度・６年度の同様の項目による
調査結果との比較
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・令和５年台風第１３号や令和６年能登半島地震に

よって県民活動※に対する関心や支援活動への参加

意欲の高まりなどが見られた。

・この結果を参考に、令和８年３月に「千葉県県民活動

推進計画（令和８～１２年度）」を作成した。

・今後、本計画に基づき、引き続き、県民活動の裾野の

拡大や継続的な参加の促進などに取り組んでいく。

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

全体(n=1,504) 12.8 35.8 49.4 

0.1 0.3 1.6 

(%)

やや高まった
大いに

高まった

無回答

48.5 

大きく低下した

やや低下した
特に変化はない

0.5 

n

令和２年度調査 （1,529）

令和６年度調査 （1,504）

44.9

48.5

1.0 

0.5 

51.9

49.4

2.1

1.6

特に変化はない高まった（計）

低下した（計） (%)

無回答

「県民活動」とは？

県民が自発的に地域に存在する

様々な課題の解決を図るなど、

地域社会をより豊かにしていこう

とする社会貢献活動のこと。



〇県政の主要課題「消費生活について」
（くらし安全推進課）

・消費者トラブルにあった際の「安心して相談
できるところ」の有無

【参考】令和元年度・４年度・６年度の同様の項目に
よる調査結果との比較
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・「第４次千葉県消費生活基本計画(令和６～１０

年度)」の参考資料として活用した。

・「ないと思う」と回答した方が５割いることから、

消費生活相談窓口について、県民だよりや県広報Xなど

を通じて広報を行った。

・令和７年度には、消費者ホット

ライン１８８のWEB広告を掲載し、

県民の方への周知啓発を促進した。

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

全体(n=1,504) 48.3 50.3 

1.3 

(%)

ないと思うあると思う 無回答

n

令和元年度調査 （1,359）

令和４年度調査 （1,595）

令和６年度調査 （1,504）

56.8

57.5

48.3

41.2 

41.8 

50.3 

2.0

0.7

1.3

無回答あると思う ないと思う
(%)

（県民だより令和８年１月号抜粋）



〇県政の主要課題「有機農業について」
（環境農業推進課）

・有機農産物に対するイメージ
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・「第３次千葉県有機農業推進計画(令和３～１３

年度)」の中間見直しに向けて、施策の検討などに係る

基礎資料として活用した。

・有機農業をはじめとした「環境にやさしい農業」が

環境保全につながる取組であることを消費者向けPR

イベントの出展により周知を図った。

・有機農産物の生産拡大に必要な機械の導入を支援する

など、引き続き有機農業の推進に取り組んでいる。

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

（n=1,504）

身体にとって安全・安心

環境にやさしい

価格が高い

普通の農産物よりも味や栄養面で優れている

食べるとより健康になる

普通の農産物と味や栄養は変わらない

形や色が悪い

形や色が良い

その他

わからない

無回答

注）（　）の数字は平成30年度の同様の項目による調査結果　ｎ＝1,212

79.7 (83.5)

63.0 (58.0)

62.2 (58.3)

18.9 (29.7)

14.9 (22.4)

10.2 (7.7)

7.4 (9.7)

2.5 (3.5)

2.1 (1.0)

3.0 (2.4)

0.3 (2.3)

0 20 40 60 80 100（%）

県内直売所キャンペーン出展 有機農業に必要な水田除草機



〇県政の主要課題「県民の治安に対する意識と
警察に求めることについて」

（警察本部）
・安全で安心できる生活を守っていくために
必要なこと（上位10項目抜粋）
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・「安全安心を実感できるくらしの実現」に向けて、

地域住民や関係機関・団体と連携した犯罪抑止対策や

官学共同の交通事故防止対策に取り組んだ。

・犯罪抑止対策として、防犯カメラ等は、各種犯罪の

抑止や事件捜査等に効果的であることから、引き続き

防犯カメラ設置の拡充に向けた取組の推進や、犯罪の

発生が多い夜間帯における警戒力の強化のため、職員

の配置の見直し等を行った。

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

注）（ ）の数字は令和４年度の同様の項目による調査結果 ｎ＝1,595

（n=1,504）

街頭防犯カメラやドライブレコーダーを普及させ
るなど、犯罪の抑止対策を推進する

警察官や交番相談員を増やし、交番を不在にする
時間を解消する

パトカーや白バイなどを増やし、パトロールを強
化する

高齢者に対する安全・安心対策を推進する（交通
安全、電話de詐欺など）

警察官を増やし、警察力を強化する

最先端技術を駆使した装備や機材を導入するな
ど、警察の科学捜査力を充実させる

子どもや女性に対する性犯罪などの未然防止対策
を推進する

警察と地域住民が連携して行う防犯パトロールや
防犯講習会の開催など、防犯活動を推進する

人口や事件が増えている地域に警察署、交番、駐
在所を新設する

学校等における非行防止、通学路における安全確
保を推進する

57.2 (58.9)

31.8 (32.6)

31.8 (27.0)

24.5 (29.2)

20.3 (14.4)

20.1 (20.9)

18.5 (21.7)

17.3 (19.0)

16.7 (20.3)

16.5 (19.2)

0 20 40 60 80（%）



〇県政の主要課題「働きやすい職場環境づくり
について」 （雇用労働課）

・事業者の取組で重要だと思うこと
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・県民の働きやすい環境に関する意識を把握し、

中小企業の働きやすい環境づくりを支援するために

専門家派遣やセミナーを実施した。

＜令和７年度実施実績＞

①働きやすい環境づくりアドバイザーの派遣

②中小企業向け働き方改革セミナー動画の配信

③ちば「働き方改革」公労使オンライン講演会

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

（n=1,504）

休暇を取りやすい職場の雰囲気づくり

仕事と生活（育児・介護・治療）との両立支援

長時間労働の削減

休暇制度の充実（リフレッシュ休暇、記念日休
暇、時間単位の年次有給休暇など）

勤務時間制度の充実（フレックスタイム制、短時
間勤務など）

職場におけるハラスメント対策

従業員のスキルアップへの支援

多様な人材が活躍できる環境整備

業務効率化・生産性向上（デジタル化、省人化など）

テレワークの導入

男性の育児休業取得促進

その他

特にない

無回答

64.4 

47.3 

43.9 

36.5 

34.1 

32.2 

23.7 

23.3 

21.9 

20.9 

14.0 

4.3 

3.1 

3.1 

0 10 20 30 40 50 60 70（%

（千葉県HP:多様な働き方推進事業）



〇県政の主要課題「困難な問題を抱える女性への
支援について」（児童家庭課）

・「千葉県困難な問題を抱える女性支援基本
計画」の認知度

・困難な問題を抱えた際の相談先
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・当該計画に基づく相談窓口を記載したリーフレット

の商業施設での配布や、市町村への送付により、

県民への周知を図った。

・支援が必要であるにもかかわらず、相談することを

諦めている、あるいは相談先を知らない女性に対し、

民間支援団体と協働してアウトリーチを実施し、相談

先があることを呼び掛けるとともに、Instagramの

フィード広告を活用し、相談窓口の周知を行った。

・LINE相談や居場所の提供を、アウトリーチと併せて

実施し、困難な問題を抱える女性の公的機関・施設等

へのつなぎ等の支援を行った。

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

全体(n=1,504)

1.1 

14.9 82.1 

1.9 

(%)

聞いたことはあるが

内容は知らない

計画の内容を

知っている
無回答

16.0 

聞いたことがない

（n=1,504）

親族（家族含む）

市役所や町村役場、警察等の行政機関

友人・知人

社会福祉法人やＮＰＯ法人等の民間支援団体

その他

相談はしない

無回答

61.8 

46.2 

40.7 

19.7 

1.5 

6.3 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

（千葉県HP:「千葉県困難な問題を抱える

女性支援基本計画」の策定について）



〇県政の主要課題「地域リハビリテーションに
ついて」 （健康づくり支援課）

・「リハビリテーション」の言葉のイメージ

※地域リハビリテーションは、障害のある子どもや成人・高齢者とその家族が、住み慣れ

たところで、一生安全に、その人らしくいきいきとした生活ができるよう、保健・医療・

福祉・介護及び地域住民を含め生活に関わるあらゆる人々や機関が協力し合って行う活動

であり、県民ひとりひとりの当事者意識が必要不可欠となります。
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・全ての項目が「リハビリテーション」の言葉に

含まれるが、依然として認知度に課題があることから、

県民の方や、県内のリハビリテーション関係事業所

向けに、地域リハビリテーションに関するチラシを

千葉県HPに掲載するなど周知を図った。

・千葉県リハビリテーション支援センター及び各地域

リハビリテーション広域支援センターに調査結果を

共有し、事業への活用を促した。

・保健・医療・介護・福祉・行政等に携わる方を対象に

研修会を開催し、地域リハビリテーションに関わる

人材の育成を行った。

・次期「千葉県保健医療計画（令和１２年度～）」に

おける施策の参考資料として活用する。

令和６年度 第６８回県政に関する世論調査の主な活用状況

調査結果 主な活用状況（令和7年5月公表） （令和8年5月時点）

～皆さまの回答は各種施策や計画の資料として活用されます～

（n=1,504）

病気やケガをした人の筋力トレーニングや歩く練
習をすること

自宅に手すりをつけたり、段差をなくして生活環
境を調整すること

道路や公共交通機関などの物理的な段差などを解
消して、車椅子で外出しやすい環境を作ること

色々な人たちが、地域に暮らしていることを理解
し、誰もが暮らしやすい地域をつくること

特にイメージすることはない

無回答

84.8 

36.6 

33.6 

27.7 

1.8 

1.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（%）

（千葉県HP:千葉県の地域リハビリテーション支援）


